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宜しいです。

柱ﾘｽﾄ(1)に定着ﾌﾟﾚｰﾄ要領図の記載があり
ますが、定着ﾌﾟﾚｰﾄを採用する場合に限り
適用するとし、柱頭柱脚主筋及び梁主筋
の柱内定着部は全て在来折り曲げｱﾝｶｰ定
着と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(AS210)

宜しいです。

大梁ﾘｽﾄ(2) 1階G3Cの梁幅Bがﾘｽﾄでは400
㎜ですが、断面図では500㎜ある様に思わ
れます。500㎜を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(AS213)

宜しいです。

大梁ﾘｽﾄ(2) 1階G3Cのｽﾀｰﾗｯﾌ形状がﾘｽﾄで
は中子筋2本有りですが、断面図には中子
筋の記載が見当りません。ﾘｽﾄの中子筋2
本有りを正と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。(AS213)

宜しいです。

ｽﾗﾌﾞﾘｽﾄS20及びS20Aの備考欄に給食ﾌﾞﾘｯ
ｼﾞ範囲はﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ(Z27)との記載がありま
すが、ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ厚の記載が見当りませ
ん。1.2㎜と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。(S218,AS307)

菊名小学校建替工事（建築工事）

質　　問 回　　答

柱ﾌｰﾌﾟの加工方法は、全てＨ形と考えて
宜しいでしょうか。
御指示下さい。(AS008,AS210,AS211)

宜しいです。但し、円柱は、SP形又は丸形です。

上記工事の設計図書に関して質問がありましたので、次のとおり回答します。

令和8年2月2日

質問に対する回答書

工事担当課長 建築局公共建築部学校整備課長

入札参加者様

建築局公共建築部学校整備課



2/43

6

7

8

9

10

11

12

13

雑詳細図-7においてﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑに使用されて
いるPLを下記の様に読み替えて考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。(AS307)
･PL-24 → PL-25
･PL-27 → PL-28

内訳書に記載の通りとしてください。
変更が必要な場合には別途協議とします。

ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ点検床鉄骨において持ち出し鉄
骨のRC躯体接合部を下記の様に考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。(A751)
･H-150*150*7*10 BPL-16*250*250
A.Bolt4-M20 L600 無収縮ﾓﾙﾀﾙt30

宜しいです。

部分詳細図2において昇降口AW受用支柱の
RC接合部詳細を下記の様に考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。(A722)
･BPL-6*150*150 A.Bolt2-M16 L400 無収
縮ﾓﾙﾀﾙt30

宜しいです。

雑詳細図-9においてSB25剛接合端部は
SN400Bとありますが屋根伏図には剛接合
の図示がありません。SB25に剛接合は無
しと考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。
(AS309)

宜しいです。

宜しいです。

部分詳細図16においてﾚｰﾙ受け用のPL-5を
PL-6に読み替えて考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A736)

内訳書に記載の通りとしてください。
変更が必要な場合には別途協議とします。

部分詳細図9においてｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ受の吊
補強材とRC接合部の詳細を下記の様に考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A729)
･C-100*50*20*2.3 BPL-6*100*150
A.Bolt2-M16 L400 無収縮ﾓﾙﾀﾙt30

宜しいです。

ｼｬｯﾀｰ受鉄骨において上弦･下弦材の□-
100*100*2.3は上階のRCｽﾗﾌﾞ下から吊って
固定すると考えて宜しいでしょうか。
(A740～741)

宜しいです。

上記で宜しい場合、RC接合部の詳細を下
記の様に考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。
･BPL-6*150*200 A.Bolt2-M16 L400 無収
縮ﾓﾙﾀﾙt30

建築局公共建築部学校整備課
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部分詳細図31(ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ断面図) 外壁 押
出成形ｾﾒﾝﾄ板において、t=100と記載され
ていますが、特記仕様書(その2) ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事で
は厚さ60㎜が適用、標準詳細図-2 B-15
押出成形ｾﾒﾝﾄ板壁:一般部(縦壁工法)でも
t=60で記載されています。部分詳細図
31(ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ断面図)を優先し、外壁 押
出成形ｾﾒﾝﾄ板の厚みは100㎜と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。
(A13･702･751)

設備工事区分とお考えください。

外部仕上表 外部詳細 屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄにおい
て、共通事項にｺﾝｸﾘｰﾄ笠木は天端及びは
な面をｳﾚﾀﾝ系塗膜防水X-2の立上り部の仕
様で仕上る。と記載がありますが、ｽﾃﾝﾚｽ
笠木設置部分の天端もｳﾚﾀﾝ系塗膜防水は
必要と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。
(A201･701)

不要です。

屋上 手摺において、手摺基礎の記載があ
りますが、PC既製品と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A106･747)

部分詳細図27において、図面名称に階段
金属手摺5と記載がありますが、姿図より
屋上に設置されている手摺と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。(A106･
747)

宜しいです。

宜しいです。

宜しいです。

屋上 ｽﾃﾝﾚｽ笠木において、表面仕上はHL
仕上と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。(A701)

宜しいです。

標準詳細図-1 A-6 設備関連 屋上設備立
上り B部分詳細図において、設備配管貫
通部ｼｰﾘﾝｸﾞの記載がありますが、設備配
管貫通部のｼｰﾘﾝｸﾞは設備工事区分と考え
て宜しいでしょうか。建築工事区分の場
合は、貫通配管のｻｲｽﾞ、員数を御指示下
さい。(A701)

設備工事区分とお考えください。

屋上 ﾊﾄ小屋において、取出口とは異なる
位置にﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(VC)の記載があります
が、ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟは設備工事区分と考えて
宜しいでしょうか。建築工事の場合は、
ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟの仕様･詳細を御指示下さい。
(A106)

建築局公共建築部学校整備課
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上記質疑に関連しますが、屋上の排水溝
も同様にW=300と考えて宜しいでしょう
か。又、排水溝 ﾓﾙﾀﾙ内に溶接金網 φ
2.6*50*50程度のひび割れ防止が必要と考
えて宜しいでしょうか。併せて御指示下
さい。(A106･403)

W＝300としてください。
溶接金網は要としてください。

給食機械室 屋根 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木において、
下記の様に相違しています。矩計図5を正
とし、ｽﾃﾝﾚｽ笠木と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。
□矩計図5…ｽﾃﾝﾚｽ笠木
□給食室 矩計図…防水形複層塗材RE
(A405･535)

宜しいです。

R階 給食機械室 出入口上部に庇の記載が
ありますが、仕様･詳細が不明です。下記
の様に考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。
□小庇…RC造
□天端…ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水仕上
□鼻先･上裏…防水形複層塗材RE仕上
(A532)

・小庇：RC造
・天端：防水形複層塗材RE仕上
・鼻先・上裏：防水形複層塗材RE仕上
としてください。
配筋はスラブリストCS15としてください。

2階平面詳細図1 ﾃﾗｽ1において、側溝
W=100と記載がありますが、矩計図3で
は、W=300程度で図示されており、相違し
ています。矩計図3を正とし、ﾃﾗｽの排水
溝はW=300と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。(A403･424)

平面詳細図を正としてください。

上記質疑に関しまして、矩計図2が正しい
場合、どの様に納まっているか不明で
す。添付図 雲ﾏｰｸ範囲の防水ｻｯｼ部納まり
詳細を御指示下さい。(A402)

上記の通り、A701標準詳細図-1　A-11図の納まりとし
てください。

ﾃﾗｽ 出入口前に踏台の記載があります
が、仕上が不明です。詳細を御指示下さ
い。(A401)

後打ｺﾝｸﾘｰﾄ造作 素地仕上としてください。
配筋はD10＠200ダブル配筋としてください。

ﾃﾗｽ 出入口 ｻｯｼ部において、矩計図2と標
準詳細図-1 A-11 防水ｻｯｼ部納まりで図示
が異なっていますが、標準詳細図-1 A-11
防水ｻｯｼ部納まりを正と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A402･701/A-
11)

宜しいです。

建築局公共建築部学校整備課
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給食室 ﾌﾞﾘｯｼﾞにおいて、排水溝、排水桝
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-20の記載がありますが、仕
様が不明です。ｽﾁｰﾙ溶融亜鉛ﾒｯｷ 細目ﾉﾝｽ
ﾘｯﾌﾟ 溝幅300、桝500角と考えて宜しいで
しょうか。(A406･434)

宜しいです。

部分詳細図28(給食ﾌﾞﾘｯｼﾞ詳細図)におい
て、天井下地にｹｲｶﾙ板 t=8.0と記載があ
りますが、外部仕上表 軒天より
t=8.0+8.0と読み替えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A201･748)

宜しいです。

部分詳細図30(給食ﾌﾞﾘｯｼﾞｱﾙﾐｶﾊﾞｰ2)にお
いて、ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ下地 L-50*50*4のﾋﾟｯﾁが不
明です。ﾋﾟｯﾁ1000程度と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A750)

宜しいです。

給食室 矩計図1において、樋受け石の記
載がありますが、仕様が不明です。取消
し線(斜め線)がされていますが、標準詳
細図-1 A-9 ﾄﾞﾚﾝまわり:樋受石を適用す
ると考えて宜しいでしょうか。不可の場
合は、樋受け石の仕様･詳細を御指示下さ
い。(A535･701/A-9)

宜しいです。

給食室 北側ﾊﾞﾙｺﾆｰ X11通り付近にｽﾛｰﾌﾟ
1/50の記載があり、ｽﾛｰﾌﾟを境にｽﾗﾌﾞﾚﾍﾞﾙ
がFL-280からFL-180で記載されています
が、構造図 3階伏図では、上記の段差が
記載されていません。又、ｽﾛｰﾌﾟ1/50
1800㎜では100㎜の段差になりません。構
造伏図を正とし、給食室 北側ﾊﾞﾙｺﾆｰ X11
通り付近にｽﾛｰﾌﾟは不要と考えて宜しいで
しょうか。不可の場合、正しい構造伏
図、ｽﾛｰﾌﾟの傾斜又はL寸法を御指示下さ
い。(A434･AS106)

宜しいです。

給食室 北側ﾊﾞﾙｺﾆｰにおいて、床仕上は長
尺塩ﾋﾞｼｰﾄと考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。(A434)

宜しいです。

上記質疑に関連しますが、給食室 矩計図
防水形複層塗材REが正しい場合、防水ｱｺﾞ
の仕上は、防水形複層塗材RE、ｳﾚﾀﾝ塗膜
防水のどちらで見込めば宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A535)

防水アゴの仕上げについては、内訳書の通りウレタン
塗膜防水としてください。

建築局公共建築部学校整備課
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矩計図3 AY5通り 庇 ｱﾙﾐ軒樋において、
竪樋の仕様、ｻｲｽﾞ、設置数が不明です。ｽ
ﾃﾝﾚｽ樋 φ100 2本設置と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A103･104･
403)

宜しいです。

1階平面詳細図5 X6･AY6付近 昇降口前に
設置されている排水桝において、部分詳
細図36(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ2)に記載が無く、詳細が
不明です。350*500角 ｸﾘｰﾝﾋﾟｯﾄ YQ-H-A-
15 枠:RL-15と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。(A418･756)

宜しいです。

矩計図3 AY5通り 庇において、先端部分
にｱﾝｸﾞﾙの様な図示(下記添付)があります
が、仕様･詳細が不明です。不要と考えて
宜しいでしょうか。必要な場合は、ｱﾝｸﾞﾙ
の材質、ｻｲｽﾞ･厚みをご指示下さい。
(A403)

アングルは不要です。

矩計図3 AY5通り 庇 ｱﾙﾐ軒樋において、
詳細が不明です。参考ﾒｰｶｰ･品番等が御座
いましたら、併せて御指示下さい。
(A403)

HACO HIGH FRONT-GH同等品
としてください。

部分詳細図29･30(給食ﾌﾞﾘｯｼﾞｱﾙﾐｶﾊﾞｰ1･2)
において、構造 雑詳細図-7 B-Typeﾌﾚｰﾑ
部分の詳細図と思われますが、A-Typeﾌﾚｰ
ﾑ部分の詳細が不明です。A-Typeﾌﾚｰﾑ部分
のｱﾙﾐｶﾊﾞｰの詳細図をご指示下さい。
(A749･750･AS307)

B-Typeフレーム部分と同じとしてください。

上記質疑に関連しますが、標準詳細図 E-
9 管理扉 ｽﾃﾝﾚｽ材の表面仕上はHL仕上と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。(A437･705)

宜しいです。

給食ﾌﾞﾘｯｼﾞ～ﾊﾞﾙｺﾆｰ接続部分に踏台の記
載がありますが、仕様、詳細が不明で
す。後打ｺﾝｸﾘｰﾄ造作 素地仕上と考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。(A437)

宜しいです。

建築局公共建築部学校整備課
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地下1階平面詳細図1 AY1 X2-5間 ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ
において、擁壁天端の仕上は防水形複層
塗材RE仕上と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。(A411)

バルコニーと同様とし、側溝までを防水形複層塗材RE
仕上としてください。

2階 ｷｯｽﾞﾙｰﾑ前 犬走りにおいて、ｺﾝｸﾘｰﾄ
打ち放しと記載がありますが、ｺﾝｸﾘｰﾄ金
鏝 素地を示すと考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A405)

宜しいです。

地下1階 廊下B1-2前 通路において、平面
詳細図に壁付手摺の記載がありますが、
仕様･詳細が不明です。屋外階段2と同仕
様の溶融亜鉛ﾒｯｷ ﾘﾝ酸処理 φ32 2段と考
えて宜しいでしょうか。不可の場合は、
壁付手摺の仕様･詳細をご指示下さい。
(A411･526)

宜しいです。

地下1階平面詳細図1 AY1 X2-5間 ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ
において、床仕上が不明です。防水ﾓﾙﾀﾙ
金鏝仕上と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。(A411)

バルコニーと同様とし、長尺シートとしてください。

地下1階平面詳細図1 AY1 X2-5間 ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ
において、蓋無しの排水溝が図示されて
いますが、防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上 W100*H50程
度と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(A411)

宜しいです。

渡り廊下詳細図α-α断面図において、
AY6通り 擁壁天端の仕上が不明です。ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ金鏝 素地仕上と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(A715)

宜しいです。

地下1階 廊下B1-2前 通路において、床仕
上が不明です。磁器質ﾀｲﾙ 300角と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A411)

宜しいです。

建築局公共建築部学校整備課
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地下1階 廊下B1-1 X2通り側のｻｯｼ部分に
おいて、矩計図にW300*H75の踏台の図示
がありますが、平面詳細図では排水溝が
図示されており、相違しています。平面
詳細図を正とし、排水溝設置、踏台は無
しと考えて宜しいでしょうか。矩計図が
正しい場合、踏台の仕様･詳細、明確な範
囲を御指示下さい。(A401･411)

宜しいです。

地下1階 屋外階段1下部に手洗い･足洗い
の様な図示がありますが、詳細が不明で
す。標準詳細図-6 F-17 ｺﾝｸﾘｰﾄ製流し詳
細図に取消し線がありますが、適用する
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。(A411･706/F-17)

宜しいです。

2階ｷｯｽﾞﾙｰﾑ前 犬走りにおいて、排水桝、
排水溝の記載がありますが、仕様が不明
です。部分詳細図35(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ1) あ･う･
えに倣うと考えて宜しいでしょうか。不
可の場合は、2階ｷｯｽﾞﾙｰﾑ前 犬走り 排水
桝、排水溝の仕様･詳細を御指示下さい。
(A405･756)

宜しいです。

2階ｷｯｽﾞﾙｰﾑ前 犬走りにおいて、手摺の記
載がありますが、仕様･詳細が不明です。
部分詳細図23～25 階段金属手摺に倣うと
考えて宜しいでしょうか。不可の場合は
犬走り 手摺の仕様･詳細を御指示下さ
い。(A405･743～745)

宜しいです。

地下1階平面詳細図1 X2通り 壁際に排水
桝、排水溝の記載がありますが、仕様が
不明です。仕様が不明です。部分詳細図
35(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ1) あ･う･えに倣うと考えて
宜しいでしょうか。不可の場合は、B1階
X2通り 壁際に排水桝、排水溝の仕様･詳
細を御指示下さい。(A115･756)

宜しいです。

2階 ｷｯｽﾞﾙｰﾑ前 犬走りにおいて、仕上が
下記の様に相違しています。矩計図5を正
とし、ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝 素地と考えて宜しいで
しょうか。
□矩計図5…ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝 素地
□2階平面詳細図6…砂利敷
2階平面詳細図6が正しい場合、砂利敷の
仕様･明確な砂利敷の範囲を御指示下さ
い。(A405･426)

宜しいです。
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屋外階段2･3 排水溝において、U字溝と記
載がありますが、断面詳細を見ますと現
場打ｺﾝｸﾘｰﾄ造作の様に見受けられます。
現場打ｺﾝｸﾘｰﾄ造作とし、U字溝の設置は不
要と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(A526･527)

宜しいです。

屋外階段1 壁付手摺において、仕様が不
明です。屋外階段2･3に倣い、ｽﾁｰﾙ溶融亜
鉛ﾒｯｷ ﾘﾝ酸処理 φ32 2段と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。(A525～527)

宜しいです。

ﾊﾞﾙｺﾆｰ 床において、雑詳細図1では長尺
ｼｰﾄ下は床増打(t50～60程度)の図示です
が、矩計図ではﾓﾙﾀﾙ(t70～80程度)の様な
図示になっており相違しています。雑詳
細図を正と考えてﾊﾞﾙｺﾆｰには床増打(t50
～60程度)を見込と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A401･709)

宜しいです。

給食室前 搬入ｽﾍﾟｰｽにおいて、天井が直
天井で記載されていますが、仕上は防水
形複層塗材REと考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A406)

宜しいです。

B1階ﾋﾟﾛﾃｨ 天井仕上において、確認とな
りますが、ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板部分は防水形複層
塗材RE、木毛ｾﾒﾝﾄ板部はEP-Gと仕上が異
なっていますが、図示通りの使い分けが
必要と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。(A404)

宜しいです。

2階北側ﾊﾞﾙｺﾆｰに給湯器ｶﾊﾞｰの記載があり
ますが、仕様･詳細が不明です。御指示下
さい。(A427)

質問No.238の通りとしてください。

上記質疑に関連しますが、標準詳細図-6
F-17 ｺﾝｸﾘｰﾄ製流し詳細図を適用する場
合、下記の様に考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。
□ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ…溶融亜鉛ﾒｯｷ T-2
600*500 1ｹ所
□排水目皿…ｽﾃﾝﾚｽ φ50
(A411･706/F-17)

宜しいです。
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渡り廊下詳細図5 ｴｷｽﾊﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄにおい
て、仕上材充填(Exp.J外工事)とあります
が、仕上げ材の詳細が不明です。詳細を
御指示下さい。(A717)

無収縮モルタルとしてください。

屋外階段詳細図4 踏面･蹴上において、RC
打放し金ｺﾞﾃ押えと記載されていますが、
図面ではﾓﾙﾀﾙの様な厚みが図示されてい
ます。踏面･蹴上共にﾓﾙﾀﾙ仕上(t30)と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A528)

宜しいです。

1階平面図 X1-2/AY4-5 吹抜部において、
吹抜部の断面詳細の分かる図面等ござい
ましたら御指示下さい。(A103)

ございません。

渡り廊下 δ-δ'断面図において、CX2通
り付近に桝の様な図示がありますが、平
面図では該当箇所に桝の図示がなく相違
しています。平面図を正と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。(A713･715)

断面図が正で桝が必要です。
グレーチングはスチールで溶融亜鉛ﾒｯｷ T-2としてく
ださい。

渡り廊下詳細図3α-α'断面図において、
AY6通りの梁上にW150*H850のRC立上りが
図示されていますが、仕上が不明です。
天端･立上り共に打放補修(素地)仕上と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A715)

左記に加え、仕上げを防水型複層塗材REとしてくださ
い。

雑詳細図1 ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺壁において、笠木
部分にｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ t3.0 L=30程度が図示さ
れていますが、溶融亜鉛ﾒｯｷと考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。(A709)

宜しいです。

ﾊﾞﾙｺﾆｰ 金属手摺において、矩計図と部分
詳細図で金属手摺の詳細が相違していま
す。部分詳細図を正と考え、ﾊﾞﾙｺﾆｰの手
摺はｽﾃﾝﾚｽ製と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。(A401～402･742)

宜しいです。

1階ﾊﾞﾙｺﾆｰ(X7/AY1付近)･3階ﾊﾞﾙｺﾆｰ
(X13/BY3付近)において、階段のような図
示がありますが、詳細が不明です。詳細
を御指示下さい。 (A103･105)

No37.と同仕様としてください。
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廊下B1-1･2の天井仕上げについて、仕上
表では木毛ｾﾒﾝﾄ板+EP-Gとありますが、矩
計図では木毛ｾﾒﾝﾄ板+EPと相違していま
す。仕上表のEP-Gを正と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A202･401)

宜しいです。

廊下B1-1において、壁種L25の図示があり
ますが、壁種別図にはL25は無い為、L22
と読み替えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。(A401･708)

宜しいです。

廊下の壁仕上げについて、仕上表ではRC
打放し+ｶﾗｰｸﾘｱ塗装･EP-Gとなっています
が、展開図ではCH=2600までがｶﾗｰｸﾘｱ塗
装・CH=2600～がEP-Gとなっておりﾎﾞｰﾄﾞ
面にｶﾗｰｸﾘｱ塗装になるため、相違してい
ます。仕上表の通りRC打放し面にｶﾗｰｸﾘｱ
塗装･ﾎﾞｰﾄﾞ面にはEP-Gと考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A202･502)

CH2600まで左記の考えで宜しいです。
CH2600以上はEP-Gとしてください。

屋外階段1 手摺壁において、屋外階段詳
細図1では腰壁の位置にSUS鋼板t2.3が図
示されていますが、部分詳細図23では鋼
板の図示が無く相違しています。部分詳
細図23を正と考えて宜しいでしょうか。
又、腰壁のSUS鋼板が適用の場合は詳細を
御指示下さい。(A525･743～745)

鋼板ありを正としてください。

屋外階段5において、片開き戸の図示があ
りますが、詳細が不明です。詳細を御指
示下さい。(A529)

A705、E-09としてください。

外壁 吹付下に打放面目荒らし処理（WJ工
法）と記載がありますが、洗浄強さが不
明です。用途により洗浄強さが変更とな
る為、洗浄強さ（想定されているMpa数
等）をご指示下さい。

最大吐出圧力280MPa、最大数量30L/minとしてくださ
い。

屋外階段1～5 床仕上において、矩計図で
は屋外階段2･3は踊場･踏面･蹴上共にﾀｲﾙ
仕上で図示されていますが、その他の屋
外階段の踊場･踏面･蹴上共にﾓﾙﾀﾙ仕上
(t30)と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。(A402･404･525～529)

宜しいです。
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仕上表 1F廊下1-3の壁仕上げでｼﾅ合板目
透かし張りt5.5+UCとありますが、平面詳
細図では壁種からｼﾅ合板の範囲が無く、
ﾎﾞｰﾄﾞか木毛ｾﾒﾝﾄ板がとなりますが、仕上
げの塗装はﾎﾞｰﾄﾞ面･木毛ｾﾒﾝﾄ板面共にEP-
Gと考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。
(A202･414･415)

宜しいです。

上記質疑の場合、昇降口は平面詳細図に
□300の図示が無い為、磁器質ﾀｲﾙ600*600
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。(A202･418)

３００角で統一ください。

1F職員･来校者用玄関の床仕上げはNC、廊
下1-1はCTとありますが、平面詳細図で床
仕上げの切り替わる範囲が不明です。職
員･来校者用玄関の床仕上げもCTと考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A202･420)

宜しいです。

上記質疑と同様に1F職員･来校者用玄関の
巾木仕上げも切り替え範囲が不明な為、
磁器質ﾀｲﾙ範囲以外はSBと考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A202･420)

宜しいです。

壁種別図において、間仕切高さがｽﾗﾌﾞ-ｽﾗ
ﾌﾞかｽﾗﾌﾞ-天井かが不明です。L12･22～
24･27･28･32･38はｽﾗﾌﾞ-ｽﾗﾌﾞで見込むと考
えて宜しいでしょうか。またこの場合、
ﾎﾞｰﾄﾞも張り伸ばすと考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(A707･708)

左記はスラブ-天井でお見込みください。
L０１～０４、L11をスラブースラブでお見込みくださ
い。

廊下天井の杉準不燃羽目板t=15につい
て、雑詳細図で塗装の記載がありません
が、UC塗りを見込むと考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A711)

宜しいです。

仕上表 1F職員･来校者用玄関の床仕上げ
は磁器質ﾀｲﾙ600*600とありますが、平面
詳細図では磁器質ﾀｲﾙ□300と相違してい
ます。□300と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。(A202･420)

宜しいです。
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屋内階段3において、吹抜部分の自立手摺
に補助手摺の図示がありませんが、階段
吹抜部の自立手摺の補助手摺は不要と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A524)

宜しいです。

B1F音楽室の展開図において、ｽﾋﾟｰｶｰやﾃﾚ
ﾋﾞ･ｵｰﾃﾞｨｵﾗｯｸ等の別途工事の図示があり
ますが、建築工事で見込む下地がござい
ましたら御指示下さい。(A450)

LGSの開口補強と合板ｔ＝１２を下地としてお見込み
ください。

2F廊下2-1において、屋外階段3側に手摺
がありますが、仕様は部分詳細図27の手
摺と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(A506･747)

宜しいです。

壁仕上げのｼﾅ合板目透し張りt=5.5につい
て、仕上表ではUC塗装となっています
が、雑詳細図のｼﾅ合板ｺｰﾅｰ納まりでは
OSUC、壁目地ではOSCLとあり相違してい
ます。仕上表のUC塗装を正と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。
(A202･709)

宜しいです。

屋内階段2において、1FのL型踏面中央に
手摺の図示がありますが、断面図では壁
付手摺の図示がありますが、自立手摺と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。(A523)

宜しいです。

1F昇降口において、平面詳細図で壁種
G18･L38とありますが、仕上表では木毛ｾﾒ
ﾝﾄ板の記載が無く相違しています。木毛ｾ
ﾒﾝﾄ板面にはEP-G塗装を見込むと考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい(A202･
418･707)

宜しいです。

平面詳細図1F廊下1-4において、防滑ﾋﾞﾆﾙ
床ｼｰﾄ張りの3方に見切縁の図示がありま
すが、4方に見込むと考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(A418)

宜しいです。
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壁仕上げのｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞについて、巾木
取合部にはｱﾙﾐ見切縁を見込むと考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。(A707)

宜しいです。

B1F消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室の機械基礎について、天
端･立上りは床仕上げ同様と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。(A413)

宜しいです。

平面詳細図B1F児童更衣室において、壁種
L25とありますが、壁種別図には記載があ
りません。L22と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A411･708)

宜しいです。

平面詳細図B1F保健室にCL2とあります
が、詳細が不明です。詳細を御指示下さ
い。(A411)

CB2の誤記になります。カーテンボックスをお見込み
ください。

B1F保健相談教材①において、ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁の
図示がありますが、ﾄｲﾚ内の仕上げ同様下
記と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。
■ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁 ﾒﾗﾐﾝ化粧板+耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
t=12.5+LGS65
■ﾗｲﾆﾝｸﾞ甲板 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ
(A411･466･704/D-5)

宜しいです。

B1F消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室の壁仕上げについて、仕
上表にGP-F素地とありますが、平面詳細
図の壁種よりGWと読み替えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A202･413･
707)

宜しいです。

平面詳細図B1F保健室の壁種について、
G05という壁種がありますが、壁種別図に
はG05は無く相違しています。G05はG02と
読み替えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(A411･707)

宜しいです。
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1F教育相談室において、壁種L22とL23が
ありますが、壁仕上げがｼﾅ合板目透かし
張りt5.5+UCとあるため、L22はL23と読み
替えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。(A202･419)

宜しいです。

平面詳細図B1Fｺﾞﾐ置場において、ﾗｯｸのよ
うな図示がありますが、別途工事と考え
て宜しいでしょうか。建築工事で見込む
場合、詳細を御指示下さい。(A411･487)

宜しいです。
変更が必要となった場合には別途協議とします。

1F職員室の壁仕上げについて、ｼﾅ合板目
透かし張りt5.5+UCとありますが、平面詳
細図の壁種がL22･G02･G52となるため、ｼﾅ
合板の範囲がありません。下地が全てﾎﾞｰ
ﾄﾞとなるため、EP-G塗装を見込むと考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A202･417･707)

宜しいです。

1F校長室や事務室等の各平面詳細図 展開
図に手洗いﾕﾆｯﾄ･鏡の図示がありますが、
備品ﾘｽﾄや仕上表等に記載が無い為、別途
工事と考えて宜しいでしょうか。また建
築工事で見込む場合、それぞれの仕様を
御指示下さい。(A461～464)

宜しいです。

平面詳細図B1F技術員室等の壁種でG45と
ありますが、断熱材有りのG55と考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。(A411･
707)

宜しいです。

平面詳細図B1F技術員室･倉庫のAY1通りの
壁種にG05とありますが、壁種別図には
G05は図示されておらず、相違していま
す。G02と読み替えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。(A411･707)

宜しいです。

平面詳細図B1Fｺﾞﾐ置場の地流しについ
て、標準詳細図のﾓﾙﾀﾙ地流しを見込むと
考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。(A487･703/C-11)

宜しいです。
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普通教室 掲示板の周囲枠について下記の
様に考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。
■掲示板周囲枠→米ﾋﾊﾞ 45*35+UC塗装

宜しいです。

部分詳細図1 普通教室のAW額縁について
姿図とB･C部断面詳細図で下額縁の寸法に
相違が御座います。断面詳細図のW=315を
正と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(A721)

宜しいです。

柱型仕上げ詳細図の該当範囲が平面詳細
図から読み取れない為、範囲を御指示下
さい。(A712)

音楽教室の柱のうち、X3-AY5、X3’-AY5、X3-AY4と、
廊下からの扉2か所に隣接した出隅部でお見込みくだ
さい。

普通教室他に記載の掲示板について掲示
板ｸﾛｽと考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。(A441)

宜しいです。

普通教室他に記載の掲示板下地材につい
て全て雑詳細図1に記載の様に考えて宜し
いでしょうか。下地材の使い分けが御座
いましたら御指示下さい。(A441他,709)
■掲示板ｸﾛｽ+ﾗﾜﾝ合板t5.5+胴縁下地 杉
45*24@450ﾀﾃﾖｺ

宜しいです。

2Fｷｯｽﾞｸﾗﾌﾞﾙｰﾑ1において、ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁の図
示がありますが、ﾄｲﾚ内の仕上げ同様下記
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。
■ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁 ﾒﾗﾐﾝ化粧板+耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
t=12.5+LGS65
■ﾗｲﾆﾝｸﾞ甲板 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ
(A483･704/D-5)

宜しいです。

特記仕様書のｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ塗りについて、ｾ
ﾒﾝﾄ系 NT･CT部全てとありますが、工事積
算内訳書にはｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの項目が無い
為、FL-15の範囲はｺﾝｸﾘｰﾄの増し打ちを見
込むと考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。(A-014)

宜しいです。
変更が必要となった場合には別途協議とします。
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凡例水勾配に水勾配50mm以上の場合は溶
接金網6φ100*100敷設とありますが、ﾋﾟｯ
ﾄ床の水勾配t=50以上の箇所ありました
ら、御指示下さい。(A101)

全ピットt=50mm以上としてお見込みください。

倉庫1-1横EPS-PS間の間仕切壁について壁
種L22と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。(A419)

宜しいです。

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ(SLW2)の懐壁について部分
詳細図にてﾎﾞｰﾄﾞt=21+21の記載が御座い
ますが、強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞと考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A736)

宜しいです。

RF給食機械室と消音室取合の胴縁下のRC
立上りについて下記の様に考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。
■RC立上り→W220*H150

宜しいです。

1階倉庫 天井仕上げについて仕上表では
GB-D(T)と記載があっても、平面詳細図･
展開図にて天井がRCの記載になっている
箇所に関してはRC打放し+ｶﾗｰｸﾘｱ塗装と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A202,494,495)

宜しいです。

2階少量危険物倉庫の排水桝とﾏｽについて
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ等の蓋は無しと考えて宜しいで
しょうか。必要でしたら仕様詳細を御指
示下さい。(A485)

桝分のみ鋳鉄製グレーチングT-2をお見込みくださ
い。

1階耐火書庫の壁仕上げについて仕上表で
はRC打放し+ｶﾗｰｸﾘｱ塗装となっています
が、ﾎﾞｰﾄﾞ面仕上はﾎﾞｰﾄﾞ素地と考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。
(A203,420)

ボード仕上げはEP-Gとしてください。

2階倉庫2-1の壁仕上げについて仕上表で
はRC打放し+ｶﾗｰｸﾘｱ塗装とありますが、平
面詳細図では壁がL22で囲われています。
仕上はﾎﾞｰﾄﾞ素地と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A202,427)

ボードの上EP-Gとしてください。
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地下1階ﾋﾟｯﾄ図凡例では通気孔VP100φ、
通水孔VP150φ半割。
標準詳細図-3 C-6では連通管:硬質塩化ﾋﾞ
ﾆﾙ管200φ半割、通気管:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
50φとなっており相違します。
またB1階伏図･1階ﾋﾟｯﾄ伏図凡例とも相違
します。
地下1階ﾋﾟｯﾄ図凡例を正と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。
(A101,A703,AS103)

通気孔VP100φ、通水孔VP125φとしてください。

特記仕様書では吹付硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑは厚
50mmとなっていますが、
給食室矩計図では断熱材吹付t30となって
います。特記仕様種を正と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。(A-
016,A535)

宜しいです。

矩計図5 BY3-BY4ﾋﾟｯﾄに断熱材t=50立下り
H=450の図示がありますが、他のﾋﾟｯﾄ内に
は立下りの図示はありません。ﾋﾟｯﾄ内全
てに立下りH=450を見込んでもよろしいで
しょうか。御指示下さい。(A405)

宜しいです。

昇降機設備は別途工事となりますが、工
事区分表において昇降機工事で一部建築
工事での区分となっている項目がありま
すが、昇降機関連図がありません。工事
積算内訳書の内容のみ見積を行うと考え
て宜しいでしょうか。
(A022,現場説明書1)

内訳書の内容のみ積算してください。
ただし、変更が必要な場合には別途協議とします。

人通孔上部に取り付く握りﾊﾞｰをW=400
D=150と考えて見込んで宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A703)

宜しいです。

ﾋﾟｯﾄ壁、釜場の仕上が不明です。
下記の様に考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。
■壁:打放補修 素地
■釜場:防水ﾓﾙﾀﾙ 素地　　　(共通)

宜しいです。

断熱範囲図1凡例に、床ｽﾗﾌﾞ下面梁部熱被
含むとありますが、
矩計図3のﾋﾟｯﾄｽﾗﾌﾞ下の断熱はｽﾗﾌﾞ下面の
みの図示となっております。断熱範囲図1
を正と考えて、梁部も断熱材を見込んで
よろしいでしょうか。御指示下さい。
(A811,A403)

宜しいです。
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給食機械室に取り付く建具に於きまし
て、建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ･建具表と給食室建具ｷｰﾌﾟ
ﾗﾝ･建具表で記号･仕様が相違していま
す。給食室建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ･建具表を正と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A540,541,604,613)

宜しいです。

3F調理室 ｴﾌﾟﾛﾝ掛(4人用)の記載がありま
すが、詳細図より5人用に読み替えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。
(A531,560)

宜しいです。

詳細図D-34 床排水ﾄﾗｯﾌﾟの記載がありま
すが、仕様･寸法･詳細、参考ﾒｰｶｰ･品番等
が不明です。御指示下さい。(A559)

H5551C-W-50同等品としてください。

ｽﾏｰﾄﾌｫｰﾑ断面図において、壁種別図1では
RC躯体+ｽﾏｰﾄﾌｫｰﾑ+断熱材+各種仕上となっ
ておりますが、雑詳細図2のｽﾏｰﾄﾌｫｰﾑ詳細
図ではRC躯体+断熱材+ｽﾏｰﾄﾌｫｰﾑとなって
おります。壁種別図を正と考えて宜しい
でしょうか。（A707,710）

宜しいです。

WD1-01の仕上が化粧ｼｰﾄとありますが、ｵﾚ
ﾌｨﾝｼｰﾄ貼と考えて宜しいでしょうか。宜
しければ、ﾒｰｶｰ・品番を御指示下さい。
(A613)

宜しいです。

2Fﾄｲﾚ2-5の仕上表備考欄に ﾄｲﾚﾌﾞｰｽと記
載がありますが、平面図よりﾄｲﾚﾌﾞｰｽは無
しと考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(A104,202)

宜しいです。

各男子便所に汚垂ﾀｲﾙの記載があります
が、仕様･寸法･詳細、参考ﾒｰｶｰ･品番等が
不明です。御指示下さい。(A489)

ハイドロセラ・フロア PU（薄型）
同等としてください。寸法は図面に記載寸法通りで
す。

部分詳細図31で耐火被覆t=40となってお
ります。
特記仕様書では半乾式吹付ﾛｯｸｳｰﾙ1時間耐
火とありますが、厚さは25mmと考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。(A-
012,A751)

宜しいです。
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SS0-01に於きまして、建具表の備考欄に
特定防火設備とありますが、防火性能欄
に特定防火設備の記載がありません。備
考欄を優先し特定防火設備は必要と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A614)

特定防火設備仕様は不要です。

SD0-08に於きまして、建具表の名称に2連
片引きとありますが、建具ｷｰﾌﾟﾗﾝでは2連
片開きとなっており相違しています。建
具ｷｰﾌﾟﾗﾝを優先し2連片開きと考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。
(A604，613)

宜しいです。

ｼｰﾄｼｬｯﾀｰに於きまして、建具表の寸法欄
と姿図で寸法が以下のように相違してい
ます。それぞれ姿図寸法を正と考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。
建具記号　　　建具表　　姿図寸法
SH2-05　　　　W4360　　　W4387.5
SH2-06　　　　W16362.5　　W10362.5
(A614)

宜しいです。

AW2-05に於きまして、建具表の寸法欄に
H2300とありますが、姿図ではH2400と
なっており相違しています。姿図を優先
しH2400と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。
(A608,609)

宜しいです。

SD0-10に於きまして、建具表の姿図では
ｶﾞﾗﾘの記載がありませんが、建具表の姿
図凡例ではDWG-1(額･ｶﾞﾗﾘ付)となってお
り相違しています。凡例を優先しｶﾞﾗﾘは
必要と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。
(A601,613)

宜しいです。

2階建具ｷｰﾌﾟﾗﾝに於きまして、地域交流
室･倉庫2-4の外部側に窓のような図示が
ありますが、建具記号の記載がありませ
ん。建具表よりAW2-06と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。
(A606,608)

宜しいです。

SS1-03に於きまして、建具表に記載があ
りますが、建具ｷｰﾌﾟﾗﾝに記号の記載があ
りません。建具表通り1か所必要と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A614)

宜しいです。
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ｱﾙﾐ製建具の防火設備に於きまして、建具
表のｶﾞﾗｽ仕様に網入り(PW)6.8+A6+T5と記
載のある建具がありますが、防火設備の
個別認定制度よりLow-Eが必要と考え、
PW6.8+A6+Low-ET5と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。
(A540,541,608)

宜しいです。

SS(給食室を除く)に於きまして、建具表
の仕上欄に図示とありますが、詳細図等
にその図示はありません。SOP塗程度と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A614,741)

宜しいです。

ｼｬｯﾀｰ及びｼｰﾄｼｬｯﾀｰ(給食室を除く)に於き
まして、枠欄に図示とありますが、詳細
図等に枠のような記載はありません。三
方枠は不要と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。
(A614,740,741)

宜しいです。

給食室に取り付くｼｬｯﾀｰに於きまして、枠
欄にﾒﾗﾐﾝ焼付とありますが、詳細図等に
枠のような図示はありません。三方枠は
不要と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。
(A541,554,558）

宜しいです。

給食室のP3に於きまして、建具表の形式
に上部ｵｰﾌﾟﾝﾀｲﾌﾟの記載はありませんが、
姿図より上部ｵｰﾌﾟﾝﾀｲﾌﾟと考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。
(A542)

宜しいです。

LSD1-03に於きまして、建具表の姿図のﾗﾝ
ﾏ部分にｶﾞﾗｽの記載がありますが、建具表
のｶﾞﾗｽ欄にｶﾞﾗｽ仕様の記載はありませ
ん。強化4と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。
(A613)

宜しいです。

LSD3-04に於きまして、建具表の姿図にｶﾞ
ﾗｽの記載がありますが、建具表のｶﾞﾗｽ欄
にｶﾞﾗｽ仕様の記載はありません。強化4と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。
(A613)

宜しいです。

給食室のP1に於きまして、建具表の姿図
はW1180となっておりますが、寸法欄には
W1220となっており相違しています。姿図
を優先しW1180と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。
(A542)

W1220を正としてください。

建築局公共建築部学校整備課



22/43

150

151

152

153

154

155

156

157

LSD0-01に於きまして、建具表の備考欄に
三方枠H2600とありますが、LSD0-01のH寸
法は幕板含めH2500となっております。三
方枠はH2500と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。
(A613)

幕板含めH2600としてください。

衝突防止ﾏｰｸに於きまして、建具表とｻｲﾝ
図で範囲が相違しています。衝突防止ﾏｰｸ
の範囲はｻｲﾝ図を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。
(A608～614,802～804)

宜しいです。

3階建具ｷｰﾌﾟﾗﾝに於きまして、X4･AY3部分
のDSに片開き戸の図示がありますが、建
具記号の記載がありません。この扉の寸
法･仕様等詳細を御指示下さい。
(A607)

SD3-06と同様としてください。

SPのｶﾞﾗｽに於きまして、建具表の欄外に
ｶﾞﾗｽは全て型板ｶﾞﾗｽとありますが、ｶﾞﾗｽ
仕様には強化ｶﾞﾗｽとあります。SPのｶﾞﾗｽ
は姿図に透明と記載のあるもの以外すべ
て強化型板ｶﾞﾗｽで見込むものと考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。
(A611)

宜しいです。

SPのｶﾞﾗｽに於きまして、建具表に飛散防
止ﾌｨﾙﾑの記載はありませんが、建具共通
事項【ｶﾞﾗｽ】01に強化ｶﾞﾗｽは飛散防止ﾌｨﾙ
ﾑとあります。飛散防止ﾌｨﾙﾑは必要と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A601,611)

宜しいです。

前記質疑に関連して、建具表に飛散防止
ﾌｨﾙﾑの記載がない場合でも、強化ｶﾞﾗｽを
用いる場合は飛散防止ﾌｨﾙﾑが必要と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A540,541,601,613)

宜しいです。

AW1-16に於きまして、建具表のｶﾞﾗｽ仕様
に網入耐熱強化8.0とありますが、耐熱強
化ｶﾞﾗｽに網入り仕様はありません。通常
の耐熱強化ｶﾞﾗｽ8.0と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。
(A608)

宜しいです。

AW3-15に於きまして、建具表のｶﾞﾗｽ仕様
にLow-E5+AL6+網入(PW)6.8とあります
が、防火設備範囲は一部のみとなってお
ります。もし非防火範囲でｶﾞﾗｽ仕様の変
更がある場合、その仕様を御指示下さ
い。
(A609,610)

防火設備範囲以外についてはLow-E5＋AL6＋TP5として
ください。
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ｼｬｯﾀｰに於きまして、建具共通事項1のｼｬｯ
ﾀｰ04に下部3枚のｽﾗｯﾄはSUS製とあります
が、該当建具が不明です。該当建具記号
を御指示下さい。
(A601)

全てのSSとしてください。

ｱﾙﾐ製建具に於きまして、詳細図にLIXIL
PRO-SE70とありますが、該当建具が不明
です。すべてのAWに該当するものと考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A721～723)

全て同等品としてお考え下さい。

R階平面図に於きまして、ﾊﾄ小屋部分に点
検口の記載がありますが、建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ等
に建具記号の記載はありません。標準詳
細図-1　A-6の点検口の仕様で見込むもの
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。
(A106,701)

宜しいです。

SS3-03に於きまして、建具表の形式･開閉
欄に収納防火戸の記載はありませんが、
姿図より収納防火戸が必要と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。
(A614)

宜しいです。

SDのｾﾐｴｱﾀｲﾄ仕様建具の充填物に於きまし
て、建具共通事項1の標準事項ではｸﾞﾗｽｳｰ
ﾙ充填とありますが、建具共通事項2のT-
02ではﾛｯｸｳｰﾙ充填とあり相違していま
す。ﾛｯｸｳｰﾙ充填を正と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。
(A601,602)

宜しいです。

外部SDに於きまして、建具表には記載が
ありませんが、建具共通事項2T-08より内
部側にｽﾁｰﾙ額縁が必要と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。
(A602)

宜しいです。

1階平面図、3階平面図に於きまして、管
理扉(計3ヶ所)の記載がありますが、建具
ｷｰﾌﾟﾗﾝ等に建具記号の記載はありませ
ん。標準詳細図-5 E-9の管理扉の仕様で
見込むものと考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。
(A103,105,705)

宜しいです。

前記質疑に関連して、3階平面図X13･BY3
部分の管理扉に関しては袖部分に管理扉
同仕様の袖格子を見込むものと考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。
(A105,705)

宜しいです。
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外構詳細図2 A ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ 断面図でL型擁壁
の寸法値が全て可変となっております
が、外構詳細図4 Bﾌｪﾝｽ 擁壁ありと同様
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。
(A903･905)

宜しいです。

ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ下部L型擁壁の仕上が不明です。ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ打放し補修仕上と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A905)

宜しいです。

ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ門扉W900×H1800 3箇所の詳細図
が無く不明です。基礎の詳細と併せて御
指示下さい。(A905･921)

別添をご確認ください。

α部植栽について、工事積算内訳書にも
客土等の記載がない為、植え込み用土は
既存のものとし、植栽基盤整備も不要と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。(A901)

宜しいです。

α部植栽面積について、α-1 630m2、α-
2 1622m2の範囲が不明瞭で算出根拠が不
明です。指定数量と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(A901)

宜しいです。

既存体育館の北側の舗装範囲について、
外構平面図ではｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装のﾊｯﾁﾝｸﾞ
ですが、ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ範囲図では既存ｱｽﾌｧﾙﾄの
ままで相違しております。また、外構撤
去平面図ではｺﾝｸﾘｰﾄ舗装で相違しており
ます。ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ範囲図を正と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。(A901･906･
921)

インターロッキングを正としてください。

給食室のWD1,2の枠に於きまして、建具表
ではﾒﾗﾐﾝ化粧合板とありますが、詳細図
では米ひば+UC塗となっており相違してい
ます。詳細図を優先し米ひば+UC塗と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A541,558,560)

宜しいです。
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舗装下の地盤改良の有無が不明です。不
要と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。また、必要な場合は範囲･仕様を御
指示下さい。(A901)

不要ですが、特記の通り現場でのCBR検査の結果に
よって、現場協議とします。

正門 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装部に駐車ｽﾍﾟｰｽがありま
すが、ﾗｲﾝ引き･車止めの有無が不明で
す。標準詳細図-6 F-14 2本線の駐車ﾏｽ･
車止め ﾄﾗﾌｨｯｸﾍﾟｲﾝﾄに斜線となっている
為、不要と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。(A706･901)

宜しいです。

外構詳細図1 正門 詳細図で門塀沿いに縁
石120角と玉砂利W300の記載があります
が、外構平面図では記載なく相違してお
ります。外構詳細図1 正門 詳細図の通り
見込むと考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。(A901･902)

宜しいです。

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ舗装の詳細が不明です。詳細を
御指示下さい。(A901)

下記としてください。

正門 敷地境界部に館銘ｻｲﾝS-01がありま
すが、外構詳細図2では下地擁壁の記載が
無く、相違しております。擁壁が必要な
場合は詳細を御指示下さい。
(A801･806･903)

既存門柱に取り付ける仕様となります。

外構詳細図4 D RC立ち上がりに施設案内ｻ
ｲﾝ、ｲﾝﾀｰﾎﾝ点字ｻｲﾝがありますが、ｻｲﾝｷｰ
ﾌﾟﾗﾝに記載がありません。ｻｲﾝS-17、S-28
をそれぞれ見込むと考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(A803･905)

宜しいです。

地下一階平面図 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ側 AY1-2間に手
洗い4口ありますが、詳細が不明です。標
準詳細図-6 F-17 外構部分:ｺﾝｸﾘｰﾄ製流し
詳細図に倣うと考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A102･706)

宜しいです。

建築局公共建築部学校整備課



26/43

180

181

182

183

184

185

186

187

外構詳細図3 ｽﾏｰﾄﾗｲﾝA1型門扉の適用範囲
が不明です。不要と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(A904)

宜しいです。

建物北東･東側のｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装及びｽｸﾘｰ
ﾆﾝｸﾞ舗装範囲について、矩計図5及び6で
は一部 犬走り ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装で相違してお
ります。矩計図5及び6を正と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。(A405･
406･901)

犬走りについてはA104の範囲を正としてください。

側溝の耐荷重について、外構詳細図4に記
載無く不明です。給食室ﾌﾞﾘｯｼﾞ 道路境界
部と正門道路境界部のみT-20とし、その
他は歩行用と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。(A901･905)

宜しいです。

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装(車道用)の範囲が不明で
す。不要と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。(A902)

全て車両用としてお見込みください。

集水桝の各場所毎のH寸法が不明です。
H=450程度と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。(A905)

宜しいです。

地下1階平面図で建物南側X2通りに門扉の
記載がありますが、外構平面図に記載な
く相違しております。外構詳細図3の複連
引戸NA型を見込むと考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(A102･902･904)

宜しいです。

建築工事特記仕様書(その7) 22.舗装工事
3.路床土の支持力比(CBR)試験で行うに○
がありますが、試験箇所数が不明です。
3箇所程度見込むと考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

宜しいです。

園庭2に学級園 畑が7か所ありますが、工
事積算内訳書にも寸法のみの記載となっ
ており、詳細が不明です。詳細を御指示
下さい。(A901)

別添をご確認ください。
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凡例C 既存間知石擁壁撤去に階段、格子
ﾌｪﾝｽの記載がありますが、階段の詳細、
設置箇所及び格子ﾌｪﾝｽの仕様、H寸法を御
指示下さい。 (A906)

階段、格子フェンスは解体工事で撤去予定です。

南側、既存U字溝U-240は蓋無しと考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A906)

宜しいです。

外構詳細図2 ﾐﾆｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ詳細図 ｽﾛｰﾌﾟ建物
間にｴﾗｽﾀｲﾄがありますが、厚みが不明で
す。T=25程度と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A903)

宜しいです。

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ舗装撤去の撤去厚はt=40と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A906)

宜しいです。

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ舗装撤去範囲に建築工事と附帯
施設工事の区分ﾗｲﾝがありますが、いずれ
の範囲も本工事にて撤去を行うと考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A906)

附帯施設工事の区分は別途工事です。

工事区分表-7排水 雨水桝で躯体利用以外
のもので建築工事に○がありませんが、
雨水第一桝は建築工事と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A022)

宜しいです。

工事区分表-7排水 排水溝、桝、及び蓋で
建築工事と設備工事に○がありますが、
排水溝は建築工事、桝は設備工事と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A022)

1次桝までは建築工事です。

給食室 雑詳細図10 D-44 ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ 詳細
図で※の表示は、屋外配管の導入高さに
より決定とありますが、※h=300程度と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A561)

h=600としてください。
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既存排水管φ200C･250C･350Cは遠心力鉄
筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。(A916)

φ200Vは塩ﾋﾞ管、250C、350Cは遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管と
してください。

南側、既存ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ側溝の側溝の仕様、
寸法及びｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋の仕様を御指示下さ
い。(A906)

U-240 +ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋としてください。

南側、既存ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ側溝端部の集水桝の
仕様、寸法及びｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋の仕様を御指
示下さい。(A906)

集水桝は600角、H450、
グレーチング蓋はスチール製としてください。

南側、既存U字溝U-240端部の集水桝の仕
様、寸法及び桝蓋の仕様を御指示下さ
い。(A906)

集水桝は600角、H450、
グレーチング蓋はスチール製としてください。

第三校舎残置部分、既存屋外階段の両側
立上り壁の詳細を御指示下さい。(A910)

外構撤去詳細図-4に記載の通り、RC壁としています。

第三校舎残置部分、既存屋外階段の手摺
H=800の詳細を御指示下さい。(A910)

金属手摺に関しては 支柱、手すり34φ程度としま
す。
RC手摺に関しては図面通りとしてください。

第三校舎残置部分、既存屋外階段の鋼製
門扉のH寸法を御指示下さい。(A910)

H2000としてください。

南側、既存ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ+CB塀撤去のﾈｯﾄﾌｪﾝｽの
H寸法及びCB塀の詳細を御指示下さい。
(A903)

ネットフェンスは平均H=1000mmとしてください。
CB塀は一般的なCB塀として見込んでください。
変更が必要となった場合には別途協議とします。
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工事積算内訳書の仮囲いの項目に、引継
ぎ分及び新規分の仮囲い数量が明示され
ておりますが、範囲が分かる資料があり
ません。外構撤去平面図1に新設仮囲いと
書かれている範囲を引継ぎ部分、それ以
外を新規分と考えてよろしいでしょう
か。（A906、A1001)

A906に記載の仮囲い及び新規仮囲い部分は引継ぎ分と
し、それ以外のA1002に記載の仮囲いは新規としてく
ださい。

工事区分表において、消火器が建築工事
となっておりますが、工事積算内訳書に
記載がありません。別途設備工事と考え
て宜しいでしょうか。必要な場合は詳細
をご指示下さい。

内訳書を正としてください。変更が必要となった場合
には別途協議とします。

工事積算内訳書の外構その他工事におい
て、南側正門や北側ﾐﾆｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾛｰﾌﾟのｺﾝｸ
ﾘｰﾄ工事が人力と記載されております。人
力打設では対応できない数量の項目もあ
りますので、施工者計画によりﾎﾟﾝﾌﾟ打設
等も可能と考えて宜しいでしょうか。
（工事積算内訳書）

宜しいです。

現場説明書の15建設副産物の処理に関わ
る事項において、建設発生土のみ指定が
あり、解体時のｺﾝｸﾘｰﾄ他廃材についての
指定はありませんが、工事積算内訳書で
は指定処分となっております。現場説明
書を正と考え、処分先に指定はないもの
と考えて宜しいでしょうか。指定がある
場合は各廃材の処分先をご提示下さい。
（現場説明書、工事積算内訳書）

コンクリート、アスファルト、路盤材等のがれき類は
指定処分としてください。
　内訳書上の処分先は下記です。
　名称：世紀東急工業株式会社　横浜混合所
　所在地：横浜市都筑区川和町２１９

その他の指定処分先については「本市工事に伴い排出
する建設副産物の処分要領」をご確認ください。

山留めの撤去について、設計図では存置
しないと記載がありますが、工事積算内
訳書では残置と相違します。引抜き後の
周辺地盤への影響を考慮し、工事積算内
訳書を正と考えて宜しいでしょうか。
(A012)

宜しいです。

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ桝φ900の詳細及び桝蓋の仕様
を御指示下さい。御指示下さい。(A916)

桝の詳細は図面に記載の通りです。
蓋は鋳鉄製蓋です。

凡例F既存植栽に石積みのような図示があ
りますが、詳細を御指示下さい。御指示
下さい。(A907)

石積みはございません。
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現場説明書の14施工・工程等に係る事項
(10)に施工時間、施工方法、関係期間と
の協議等に施工時間・施工期間等は協議
によると記載があります。工程・仮設計
画にあたり、現段階で判明している学校
行事等による作業不能日・運搬規制等の
条件がありましたらご提示下さい。（現
場説明書）

大まかな年間行事予定は下記です。
　２月頃：全校集会
　３月頃：卒業証書授与式、修了式
　４月頃：着任式・始業式・入学式、学力調査
　５月頃：学力調査
　６月頃：授業参観
その他にも作業に影響する学校行事等もありますので
都度調整をお願いします。

現場説明書の17周辺環境に対する配慮事
項において、大型車両その通行日には工
事用の出入口に加え、監督員の指示する
箇所に交通整理員を配置と記載がありま
すが、配置指定箇所が不明です。想定さ
れている指定箇所をご指示下さい。（現
場説明書）

　南側搬出入口に至るまでの道路が狭あいなため、そ
の経路上に配置としています。現場説明書に記載の通
りの延べ人数を計上してください。契約後、変更が必
要な場合には別途協議とします。

別紙質疑書として工事積算内訳書と図面
による積算数量の差異等をまとめており
ますが、現場説明書より工事積算内訳書
を正と考えて宜しいでしょうか。その
際、一部建具工事等、個別認定に係る法
規及びﾒｰｶｰ製作上変更が必要となる項目
もありますので、契約後に内容精査の
上、変更協議をお願いいたします。（工
事積算内訳書）

現場説明書を優先とします。
契約後、変更が必要な場合には別途協議とします。

工事区分表において、借地料が建設工事
となっておりますが、該当範囲が不明で
す。該当範囲及び月額等、借地料の詳細
をご提示下さい。（A022)

今回積算は不要です。
契約後、別途協議とします。

家屋調査において、摘要欄に各種構造、
延床㎡記載後に「他」と記載があります
が、該当範囲が不明です。指定数量・範
囲図等詳細をご指示下さい。（工事積算
内訳書）

木造A　 70～130㎡未満　14戸
木造A　 130～200㎡未満　7戸
木造A　 200～300㎡未満　1戸
非木造イ　 200㎡未満　2戸
共同住宅　 70㎡未満　1戸
共同住宅 　70～130㎡未満　1戸
共同住宅　130～200㎡未満　5戸
共同住宅　200～300㎡未満　1戸
借家人　49世帯
工作物　2か所

を事前事後としてください。

図面内の各室平面詳細・展開図に「横浜
市立小・中学校詳細・備品関係詳細図」
参照としてG符号やその他I符号、及びJ符
号があります。横浜市のホームページよ
りG符号は確認できましたが、I符号（給
湯器ｶﾊﾞｰ、手洗・足洗い他)及びJ符号
（ファイリングキャビネット棟）が確認
できません。I符号及びJ符号の最新標準
図をご提示ください。

G家具・J備品図及びI詳細図を添付します。
別添をご確認ください。
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屋上目隠し鉄骨のL-65*65*6の重量におい
て工事積算内訳書では1.1tとなっていま
すが図面上には無く、相違します。積算
上は工事積算内訳書を正と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。(AS306)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

屋上目隠し胴縁において詳細が不明で
す。工事積算内訳書より、下記の様に考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A753)
･C-150*50*20*3.2@750 GPL-6 2-M12(中ﾎﾞ
ﾙﾄ)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

配置予定技術者について、入札参加資格
確認申請書の配置技術者調書に記載した
配置予定技術者を、申告内容書（様式1-
5）の提出の際に資格条件を満たす別の配
置予定技術者に変更することは可能で
しょうか。
また、変更可能である場合、入札参加資
格確認申請書で提出した配置予定技術者
ではなく、申告内容書（様式1-5）で提出
した配置予定技術者を（5）若手・女性技
術者の登用で定める「若手技術者」とし
て加点の評価対象にするという認識でよ
ろしいでしょうか。

申告内容書（様式1-5）の提出の際の、資格条件を満
たす別の配置予定技術者については（5）若手・女性
技術者の登用で定める「若手技術者」として加点の評
価対象になります。
ただし、入札参加資格確認申請書の配置技術者調書か
ら変更をご予定されているということですので、変更
は可能ですが、入札説明書第16項第３号アに記載のと
おり、落札候補（予定）者通知書の送付日から２日以
内に配置技術者・現場代理人（変更）届出書（第６号
様式その１）を提出いただくことになるため、審査の
結果、若手・女性技術者が資格条件を満たさない場合
は、配置いただくことができず、横浜市総合評価落札
方式ガイドラインに記載のとおり、評価点が減点にな
る場合は、ペナルティの対象となるので、ご注意くだ
さい。

給食ﾌﾞﾘｯｼﾞの高力ﾎﾞﾙﾄ締付け本数におい
て工事積算内訳書では3082本となってい
ますが、図面より算出すると3057本と相
違します。積算上は工事積算内訳書を正
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。(AS307)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

屋上目隠し鉄骨のH-244*175*7*11の重量
において工事積算内訳書では9.9tとなっ
ていますが、図面より算出すると12.6tと
相違します。積算上は工事積算内訳書を
正と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(AS306)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

多目的室（集会・発表等）において、ひ
な段及び階段があり、仕上「天板:白樺積
層合板t20 UC、側板:ｼﾅ合板t20 UC」と記
載がありますが、詳細図が無く、下地組
が不明です。詳細図をご指示下さい。
（A457）

A457図に追記しました。別添図をご確認ください。

建築局公共建築部学校整備課



32/43

223

224

225

226

227

228

229

230

渡り廊下本体鉄骨の高力ﾎﾞﾙﾄ締付け本数
において工事積算内訳書では857本となっ
ていますが、図面より算出すると564本と
相違します。積算上は工事積算内訳書を
正と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(AS309)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ受鉄骨のあと施工ｱﾝｶｰ本数
において工事積算内訳書ではPC-3020が計
135本となっていますが、図面より算出す
るとPC-3020が79本、ｳｪｯｼﾞ式ﾄﾙｺﾝｱﾝｶｰが
24本の計103本と相違します。積算上は工
事積算内訳書を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(A736)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

昇降口AW受鉄骨のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ本数において
工事積算内訳書では60本となっています
が、図面より算出すると64本と相違しま
す。積算上は工事積算内訳書を正と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A722)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

渡り廊下本体鉄骨の高力ﾎﾞﾙﾄにおいて工
事積算内訳書ではM16のみとなっています
が、図面上ではM12･M20も必要であり相違
します。積算上は工事積算内訳書を正と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。(AS309)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

目隠し壁胴縁の中ﾎﾞﾙﾄ本数において工事
積算内訳書では728本となっていますが、
図面より算出すると649本と相違します。
積算上は工事積算内訳書を正と考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。(A753)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

給食機械室胴縁の中ﾎﾞﾙﾄ本数において工
事積算内訳書では1319本となっています
が、図面より算出すると1240本と相違し
ます。積算上は工事積算内訳書を正と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A532･535)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

ｼｬｯﾀｰ受鉄骨のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ本数において工事
積算内訳書では44本となっていますが、
図面より算出すると108本と相違します。
積算上は工事積算内訳書を正と考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。
(A740~741)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ鉄骨のPL-6(SS400)の重量にお
いて工事積算内訳書では33kgとなってい
ますが図面上には無く、相違します。積
算上は工事積算内訳書を正と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。(AS308)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。
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ﾃﾗｽ屋根 ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装において、工事積算
内訳書ではt=15で計上されていますが、
設計図ではt=30と相違しています。積算
上は工事積算内訳書を正と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。(A401)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

ﾃﾗｽ 床仕上 ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 t=30と記載があ
りますが、工事積算内訳書ではt15と記載
されております。工事積算内訳書を正と
して、ABC商会:ﾊﾟｰｸｺｰﾄｺﾞﾑﾁｯﾌﾟｶﾗｰt15HS
工法同等と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。(A401)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

軒天 防水形複層塗材RE ｹｲｶﾙ板面におい
て、工事積算内訳書では59.6m2とありま
すが、図面より算出すると209m2と相違し
ます。積算上は工事積算内訳書を正と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A401～406)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

EP-G塗り ｹｲｶﾙ板面 見上において、工事
積算内訳書では416m2とありますが、図面
より算出すると281m2と相違しています。
積算上は工事積算内訳書を正と考えて宜
しいでしょうか、御指示下さい。(A401～
406)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

天井 けい酸ｶﾙｼｳﾑ板において、工事積算
内訳書では突付けで計上されています
が、設計図では目透しと相違していま
す。積算上は工事積算内訳書を正と考え
て宜しいでしょうか、御指示下さい。
(A302～304)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

外壁 打継目地ｼｰﾘﾝｸﾞにおいて、工事積算
内訳書では923mとありますが、図面より
算出すると1687mと相違します。積算上は
工事積算内訳書を正と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A102～113)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

外壁 誘発目地ｼｰﾘﾝｸﾞにおいて、工事積算
内訳では1074mとありますが、図面より算
出すると1716mと相違します。積算上は工
事積算内訳書を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(A102～113)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。
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屋外階段3 X8/AY7-8 金属手摺において、
工事積算内訳書では手摺の仕様が記載さ
れていますが、該当範囲の手摺の仕様は
工事積算内訳書を正と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A527･747)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

壁仕上げの木毛ｾﾒﾝﾄ板について、壁種別
図ではt=14とありますが、工事積算内訳
書ではt=15と相違しています。工事積算
内訳書のt=15を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。(A707)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

屋内階段の自立手摺について、屋内階段
詳細図ではH=1100･1400･1600とあります
が、工事積算内訳書では全てH=1100と相
違しています。屋内階段詳細図の寸法を
正と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(A521～524)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

渡り廊下 床仕上において、工事積算内訳
書では防水ﾓﾙﾀﾙの厚みがt15とあります
が、図面ではt80程度で図示されており相
違しています。工事積算内訳書を正と考
え、防水ﾓﾙﾀﾙの厚みはt15と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。(A715)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

上記質疑に関連して、渡り廊下の階段仕
上において、工事積算内訳書では防水ﾓﾙﾀ
ﾙt30と記載されていますが、図面ではﾓﾙﾀ
ﾙの厚みの図示がないと思われます。工事
積算内訳書を正と考え、階段の仕上は防
水ﾓﾙﾀﾙt30と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

渡り廊下 手摺において、工事積算内訳書
では部分詳細図の手摺の仕様が記載され
ていますが、図面では手摺SUSφ34と記載
されており、相違しています。工事積算
内訳書を正と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。(A713)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

給湯器ｶﾊﾞｰにおいて、工事積算内訳書で
は2階ﾊﾞﾙｺﾆｰ･2階北側ﾊﾞﾙｺﾆｰ北側に2台×2
列=4台のｽﾃﾝﾚｽﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾊﾟﾈﾙ t2の給湯器ｶ
ﾊﾞｰが1箇所ずつ記載されていますが、設
計図では給湯器ｶﾊﾞｰの該当箇所は2階北側
ﾊﾞﾙｺﾆｰと保健室横(地下1階)に記載されて
おり、相違しています。該当箇所は2階北
側ﾊﾞﾙｺﾆｰと保健室横と考え、給湯器ｶﾊﾞｰ
の詳細に関しては工事積算内訳書通りのｽ
ﾃﾝﾚｽﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾊﾟﾈﾙ t2と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。(A411･465)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。
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工事積算内訳書 校舎棟 内装工事におい
て、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾓﾙﾀﾙ調 0.6㎡とあります
が、該当範囲が不明な為、範囲を御指示
下さい。

技術員室、技術員室倉庫の踏込部床です。

工事積算内訳書 校舎棟 内装工事におい
て、壁 けい酸ｶﾙｼｳﾑ板張り ﾀｲﾌﾟ2(ﾉﾝｱ
ｽ)0.8FK 厚 8 11㎡とありますが、該当範
囲を御指示下さい。

各所ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁下地です。
（A704 D-16）

工事積算内訳書 校舎棟 塗装工事におい
て、SOP塗り(糸幅300mm以下) 鉄鋼面
15165mとありますが、一方枠や三方枠等
のSOP塗り(糸幅300mm以下)の合計が603m
と数量が相違しています。SOP塗り(糸幅
300mm以下)の該当範囲を御指示下さい。

ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ見切縁、ﾄｲﾚ出入口三方枠（138.5*25、
170*25）、ﾄｲﾚ袖壁端部枠、職員更衣室1､2袖壁端部
枠、廊下天井照明器具取付用金物、照明器具吊りﾊﾟｲ
ﾌﾟ、廊下天井ｼﾅ有孔合板、羽目板取付金物部分です。
内訳書を正として計上してください。

工事積算内訳書 校舎棟 内装工事におい
て、階段ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 5.7㎡とありますが、
仕上表はCT(ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)とあるため、階段
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄの範囲が不明です。該当範囲を
御指示下さい。(A203)

該当範囲は2階廊下2-6の階段部分です。
仕様は工事積算内訳書を正として計上してください。

工事積算内訳書 校舎棟 内装工事におい
て、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 厚さ2 ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙKT 多湿部 帯電防止 232㎡とあります
が、該当範囲が不明な為、範囲を御指示
下さい。

該当範囲は昇降口です。

工事積算内訳書 校舎棟 防水工事におい
て、塗膜防水 平面 4.1㎡･立上り 3.1㎡
計上されていますが、範囲が不明です。
防水を見込む範囲を御指示下さい。

地下二重壁排水溝部分です。（A703）

工事積算内訳書 校舎棟 木工事におい
て、壁 木製胴縁 728㎡とありますが、
B1F音楽教室･1Fｽﾀｼﾞｵ室･3F多目的室(集
会)の壁種 G21･22･L11･12の合計が191㎡
となり相違しています。この範囲以外に
木製胴縁を見込む範囲がございましたら
御指示下さい。(A707･708)

左記部屋以外に各室掲示板の下地を含みます。
（A709）
内訳書を正として計上してください。

工事積算内訳書 校舎棟 塗装工事におい
て、SOP塗り 鉄鋼面 7.6㎡とあります
が、該当範囲を御指示下さい。

方立金物(間仕切～ｻｯｼ取合部)およびﾄｲﾚ出入口三方枠
（270*25)部分です。
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工事積算内訳書 給食室 ﾕﾆｯﾄ及びその他
において、調理衣掛け 5人用のW寸法が
650とありますが、詳細図D-39ではW700で
あり相違します。積算上は工事積算内訳
書を正と考えて宜しいでしょうか。
(A560)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

工事積算内訳書 給食室 ﾕﾆｯﾄ及びその他
において、ｴﾌﾟﾛﾝ掛け 5人用のW寸法が700
とありますが、詳細図D-39ではW650であ
り相違します。積算上は工事積算内訳書
を正と考えて宜しいでしょうか。(A560)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

工事積算内訳書 給食室 ﾕﾆｯﾄ及びその他
において、ｴﾌﾟﾛﾝ掛け 6人用のW寸法が800
とありますが、詳細図D-39ではW900であ
り相違します。積算上は工事積算内訳書
を正と考えて宜しいでしょうか。(A560)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

工事積算内訳書 校舎棟 内装工事におい
て、木毛ｾﾒﾝﾄ板(SD1-12)とありますが、
建具表に記載が無い為、無しと考えて宜
しいでしょうか。木毛ｾﾒﾝﾄ板を見込む場
合、詳細を御指示下さい。(A613)

ありとし、SDに表面張りとしてください。
内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

工事積算内訳書 給食室 木工事におい
て、AW付額縁 40*25 4.8ｍと165*25 3.2
ｍとありますが、具体的な該当建具が不
明です。御指示下さい。

40*25→AD11部分、165*25→AD12部分です。
(A548 D-31、32)

工事積算内訳書 給食室 金属工事におい
て、厨房機器周囲ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟﾈﾙ W60･W80･
W100･W120･W130･W250･W290･W350の8項目
の記載がありますが、各々の具体的な範
囲が不明です。御指示下さい。

W60→牛乳冷蔵庫側部
H80→牛乳冷蔵庫下部
W100→食器消毒保管庫上部、側部
W120→食品保冷庫、食品冷蔵庫下部
W130→食器消毒保管庫下部
W250→食品保冷庫上部
W290→牛乳冷蔵庫上部
W350→食品冷蔵庫上部

工事積算内訳書 校舎棟 内装工事におい
て、天井 木毛ｾﾒﾝﾄ板 t15 準不燃 塗装下
1.7㎡とありますが、範囲を御指示下さ
い。

廊下B1-1の下り天井部分です。
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SD2-06,3-02に於きまして、工事積算内訳
書に2連片引きとありますが、建具表では
2連片開きとなっており相違しています。
積算上は建具表を優先し2連片開きと考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A613，工事積算内訳書P47)

建具表通り、２連片開きとしてください。変更が必要
な場合には別途協議とします。

SD1-12に於きまして、工事積算内訳書に
木毛ｾﾒﾝﾄ板別計上とありますが、建具表
の仕上は焼付塗装となっており相違して
います。積算上は建具表を優先し焼付塗
装と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。
(A613、工事積算内訳書P47)

焼付塗装としてください。変更が必要な場合には別途
協議とします。

AW3-03,3-04,3-08,3-09,3-12,3-14に於き
まして、工事積算内訳書に防火設備とあ
りますが、建具表には防火設備の記載が
ありません。積算上は建具表を優先し防
火設備は不要と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。
(A609、工事積算内訳書P45)

内訳書を正とし、防火設備としてください。変更が必
要な場合には別途協議とします。

AW3-02に於きまして、工事積算内訳書に2
連FIX窓とありますが、建具表では引違い
窓となっており相違しています。積算上
は建具表を優先し引違い窓と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。
(A608,610、工事積算内訳書P45)

内訳書を正とし、FIX窓としてください。変更が必要
な場合には別途協議とします。

SD1-13に於きまして、工事積算内訳書で
は防火設備とありますが、建具表では特
定防火設備となっており相違していま
す。積算上は建具表を優先し特定防火設
備と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。
(A613、工事積算内訳書P47)

内訳書を正とし、防火設備としてください。変更が必
要な場合には別途協議とします。

1F職員更衣室1･2の脱衣ｺｰﾅｰにおいて、棚
と図示がありますが、仕様は積算内訳書
の仕様に倣うと考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A478)

A478図、内部仕上表下部に記載の通り、お見積りくだ
さい。

断熱において、図面では壁・建具廻り・
屋上設備基礎欠陥部等は断熱材吹付と
なっておりますが、工事積算内訳書では
記載がありません。断熱吹付が正と考え
て宜しいでしょうか。

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

AW0-03,2-14,2-25、2-26に於きまして、
工事積算内訳書では水切とありますが、
建具表には水切の記載はありません。積
算上は工事積算内訳書を正とし水切は必
要と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。
(A608、工事積算内訳書P44,45、85)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。
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SP3-02に於きまして、工事積算内訳書で
は6連となっておりますが、建具表･詳細
図では5連となっており相違しています。
積算上は建具表･詳細図を優先し5連と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A612,726，工事積算内訳書P52)

６連としてください。変更が必要な場合には別途協議
とします。

SP2-10に於きまして、工事積算内訳書に
は扉:額入の記載がありませんが、建具表
では額入となっており相違しています。
積算上は建具表を優先し扉:額入と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A611、工事積算内訳書P86)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

給食室のAW5に於きまして、工事積算内訳
書にｽﾃﾝﾚｽ下額縁の記載がありませんが、
建具表ではｽﾃﾝﾚｽ下額縁の記載があり相違
しています。積算上は建具表を優先しｽﾃﾝ
ﾚｽ下額縁が必要と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。
(A541、工事積算内訳書P95)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

SSに於きまして、工事積算内訳書と建具
表で以下のように寸法が相違していま
す。それぞれ積算上は建具表を正と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
建具記号　　工事積算内訳書　　建具表
SS1-01　　　　　H2600　　　　　H2450
SS3-02　　　　　H2600　　　　　H2450
SS3-03　　　　　H2505　　　　　H2450
(A614、工事積算内訳書P51)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

SP0-01、3-07に於きまして、工事積算内
訳書ではｶﾞﾗﾘ付の記載がありませんが、
建具表ではｶﾞﾗﾘ付となっており相違して
います。積算上は建具表を優先しｶﾞﾗﾘ付
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。
(A611,612、工事積算内訳書P52)

ガラリ付としてください。変更が必要な場合には別途
協議とします。

SP3-01に於きまして、工事積算内訳書で
は引違い戸とありますが、建具表では片
引き戸となっており相違しています。積
算上は建具表を優先し片引き戸と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A612、工事積算内訳書P52)

片引き戸としてください。変更が必要な場合には別途
協議とします。

SH2-05に於きまして、工事積算内訳書に
H2505とありますが、建具表ではH2450と
あり相違しています。積算上は建具表を
優先しH2450と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。
(A614、工事積算内訳書P50)

内訳書を正とし、H2505としてください。変更が必要
な場合には別途協議とします。
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AWの遮音性に於きまして、工事積算内訳
書では遮音性:T-3とありますが、特記仕
様書では遮音性:T-1とあり相違していま
す。積算上は工事積算内訳書を優先し遮
音性:T-3と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。
(A014、工事積算内訳書P44、85,94)

遮音性：T-1として計上してください。変更が必要な
場合には別途協議とします。

塗装工事に於きまして、工事積算内訳書
の校舎棟･塗装工事内部(建具)にSOP塗り
(糸幅300mm以下)が510m計上されておりま
すが、施工箇所が不明です。施工箇所を
御指示下さい。
(工事積算内訳書P56)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

防水工事に於きまして、工事積算内訳書
の給食室･防水工事外部に建具枠廻りｼｰﾘﾝ
ｸﾞ10*10二重ｼｰﾙが54.6m計上されておりま
すが、施工箇所が不明です。施工箇所を
御指示下さい。
(工事積算内訳書P89)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

AW0-03に於きまして、工事積算内訳書の
名称に片開き戸の記載がありませんが、
建具表では片開き戸の図示があり相違し
ています。積算上は建具表を優先し片開
き戸が必要と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。
(A609,工事積算内訳書Ｐ44)

片開き戸はなしとしてください。変更が必要な場合に
は別途協議とします。

SPのｶﾞﾗｽに於きまして、工事積算内訳書
のﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ工事ではｶﾞﾗｽ共とあります
が、ｶﾞﾗｽ工事ではSP用のｶﾞﾗｽが計上され
ており相違しています。積算上はｶﾞﾗｽは
別計上と考え、ｶﾞﾗｽ工事に計上が必要と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。
(工事積算内訳書P52,54,55,86)

SPではガラスは計上されていません。
SPはガラス別途とし、ガラス工事にて計上してくださ
い。

AWの外部性能に於きまして、工事積算内
訳書では気密性:A-3、水密性:W-4とあり
ますが、詳細図では気密性:A-4、水密
性:W-5とあり相違しています。積算上は
工事積算内訳書を優先し気密性:A-3、水
密性:W-4と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。
(A721,723,工事積算内訳書P44、85,94)

気密性:A-4、水密性:W-5として計上してください。変
更が必要な場合には別途協議とします。
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園庭1内の下記の内容が工事積算内訳書で
は記載がありません。別途工事と考えて
宜しいでしょうか。また、本工事の場合
それぞれ詳細を御指示下さい。(A901･
931)
□体育倉庫
□飼育小屋
□教材池
□立水栓･地流し
□百葉箱
□ﾍﾁﾏ棚
□水田
□造形砂場
□学級園 畑
□集水桝

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

園庭1内のｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ舗装は別途工事と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A901)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

外構ｽﾃｯﾌﾟ図 仮設校舎解体開始 新校舎
(仮使用)利用開始で記載の下記の撤去工
事が工事積算内訳書では記載がありませ
ん。別途工事と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A931)
□仮設校舎用受水ﾎﾟﾝﾌﾟ解体
□仮設校舎用消化水槽消化ﾎﾟﾝﾌﾟ解体
□仮設給食室解体
□仮設校舎解体
□屋外渡り廊下1解体

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ内の舗装、雲梯等が工事積算内訳
書では記載がありません。別途工事と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
(A901･931)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

上記質疑で本工事の場合、下記の詳細を
基礎も含めてそれぞれ御指示下さい。
(A901･931)
□ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ舗装構成
□ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞのﾗｲﾝ引きの有無･仕様
□体育砂場工
□ｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ
□鉄奉工
□ﾊﾝﾄ一棒
□雲梯

上記の通りです。
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本体躯体上部のｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装につい
て、外構詳細図1ではｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
t60+敷き砂層t30ですが、工事積算内訳書
ではｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞt60+敷き砂t20不織布で相
違しております。積算上は工事積算内訳
書を正と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。(A902)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

外構平面図 α部植栽 ｻﾂｷについて、詳細
が不明です。工事積算内訳書より、H0.4
×W0.5 10本/m2と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A901)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

屋外階段4前U字溝について、屋外階段詳
細図4ではW300×H300ですが、工事積算内
訳書ではW240で相違しております。工事
積算内訳書を正とし、外構詳細図4 U型側
溝W240に倣うと考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A528,905)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

給食室ﾌﾞﾘｯｼﾞ 道路境界部 U字溝につい
て、部分詳細図28(給食ﾌﾞﾘｯｼﾞ詳細図)で
はW400×H400ですが、工事積算内訳書で
はW240で相違しております。工事積算内
訳書を正とし、外構詳細図4 U型側溝W240
に倣うと考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。(A748,905)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

本体躯体上部のｱｽﾌｧﾙﾄ舗装について、詳
細図がなく不明です。工事積算内訳書通
り表層ｱｽﾌｧﾙﾄt80と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。(A902)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

ﾐﾆｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ及びPC法枠の北側にW1500×
L27000程度の階段のような記載がありま
すが、工事積算内訳書では記載がありま
せん。別途工事と考えて宜しいでしょう
か。また、本工事の場合は断面詳細を御
指示下さい。(A901)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。
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L型側溝撤去の数量が、工事積算内訳書で
は145mとありますが、図面より算出する
と209m(附帯工事施設範囲16mを含む)と相
違します。積算上は工事積算内訳書を正
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。(A906)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

工事積算内訳書より地中埋設配管撤去は
φ75～350 129mですが、給排水衛生設備
配置図ではφ200C･250C･350Cの合計47.5m
と相違しています。 工事積算内訳書が正
の場合、埋設管の仕様及び管径毎のm数を
御指示下さい。(A916)

内訳書を正としてください。
φ75：21.5ｍ
φ200：34.0ｍ
φ250：32.3ｍ
φ350：41.0ｍ
変更が必要な場合には別途協議とします。

外構詳細図4 D RC立ち上がりの仕上材に
ついて、図面では防水型複層塗材REﾌｯ素
ですが、工事積算内訳書では外装薄塗材
Eで相違しております。工事積算内訳書を
正と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。(A905)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

正門の門塀及びﾐﾆｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ部 塀の仕上材
について、図面では外装薄塗材 Eです
が、工事積算内訳書では防水型複層塗材
REﾌｯ素で相違しております。工事積算内
訳書を正と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。(A902,903)

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

外構土工事の工作物解体部の埋戻しの数
量が、工事積算内訳書では53.1m3とあり
ますが、図面より算出すると約148m3と相
違します。工事積算内訳書が正の場合、
工作物解体部の埋戻し 53.1m3の内訳を御
指示下さい。

内訳書を正としてください。
第三校舎残置部分撤去部分、地中埋設配管撤去です。
変更が必要な場合には別途協議とします。

舗装の面積について、下記の通り工事積
算内訳書と算出数量で相違しておりま
す。算出数量を正と考えて宜しいでしょ
うか。(A401,405,406,901)
                            工事積算
内訳書           算出数量
□地下1階ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装         184m2
257m2
□ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装                996m2
883m2
□ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ舗装                  509m2
453m2
□玉砂利
45.9m2                48.1m2

内訳書を正としてください。変更が必要な場合には別
途協議とします。

建築局公共建築部学校整備課
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工事積算内訳書より発生材処理 運搬の発
生材積込みと発生材運搬に内装材(石こう
ﾎﾞｰﾄﾞ類) 2m3の記載がありますが、図中
に見当たりません。 工事積算内訳書が正
の場合、内装材(石こうﾎﾞｰﾄﾞ類)の厚み及
び撤去範囲を御指示下さい。

内訳書に記載の「石こうﾎﾞｰﾄﾞ類」は誤記です。具体
的な内容としてはﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ、U字溝のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋、第
三校舎残置部分撤去の金属手すり、地中配管です。
ただし、変更が必要な場合には別途協議とします。

工事積算内訳書より発生材処理 処分の発
生材処分に建設廃材指定処分費 2.3tの記
載がありますが、詳細が不明です。 該当
撤去物の内訳を御指示下さい。

具体的な内容としてはﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ、U字溝のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
蓋、第三校舎残置部分撤去の金属手すり、地中配管で
す。
ただし、変更が必要な場合には別途協議とします。

工事積算内訳書より発生材処理 処分の有
価物売却に鉄ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 44.9tの記載が
ありますが、詳細が不明です。 該当撤去
物の内訳を御指示下さい。

外構工事　撤去工事における鉄筋くずを指します。発
生材処分の無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 類449ｍ3にたいして100ｋｇ/
ｍ3相当で算出しております。
ただし、変更が必要な場合には別途協議とします。

工事積算内訳書より発生材処理 運搬の発
生材積込みに無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類 449m3の記載
がありますが、図面より算出すると約
366m3と相違します。工事積算内訳書が正
の場合、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類 449m3の内訳を御
指示下さい。

内訳書を正としてください。
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装：47.9ｍ3
A．ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁：10.5ｍ3
B．ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁：55.1ｍ3（階段、桝含む）
C.間知石擁壁：184ｍ3（階段含む）
D.間知石擁壁：3.8ｍ3
南側.ﾈｯﾄﾌｪﾝ基礎：3.4ｍ3
U字溝：5.1ｍ3
L型側溝：11.6ｍ3
第三校舎残置部分撤去：115ｍ3
中埋設配管撤去：11.5ｍ3
変更が必要な場合には別途協議とします。

学校整備課　電話045-671-2969
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